
協賛：福島民報社　KFB福島放送
協力：認定NPO法人全国こども食堂支援センター・むすびえ
　　　公益財団法人味の素ファンデーション
　　　パナソニック株式会社
　　　UCI Lab. 合同会社　京都工芸繊維大学
　　　道の駅あいづ湯川・会津坂下
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こども食堂は、子どもが一人でも行ける無料または低額の食堂として、月 1
回開催のところから 365 日 3食を提供しているところまで、数人を対象として
いるところから毎回数百人が集まるところまで、実に多様で、地域住民やボラ
ンティアが運営している場合が多く、子どもから高齢者まで集う地域の居場所
となっています。
目的も、おなかをすかせた子どもへの食事提供から、孤食の解消、滋味豊か
な食材による食育、地域交流の場づくりと、さまざまです。2019 年末から長
きにわたったコロナ禍においては、こども食堂は会食形式の開催が難しくなり
ましたが、それでも日頃からのつながりを生かし、お弁当や食材配布などの活
動に切り替え、子ども・子育て世帯、地域の人たちと
つながり、状況に応じて可能な活動を続けました。
自発性と多様性を大切にするこども食堂が必要とす
るサポートも、したがって多様ですが、おおむね人材
（スタッフやボランティア）・食材（お肉、果物、野菜、
お米等）・お金（運営資金）・場所（開催場所）・広報
周知（地域や学校との連携を含む）と多様です。

2025年9月21日（日）
10:00 ～ 16:30

会場：道の駅あいづ 湯川・会津坂下
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こども食堂とは

主催：ふくしまこども食堂ネットワーク
共催：SPPOG（ばんげ市民活動サポートセンター）
　　　ふくしまこども食堂ネットワーク会津エリア会議
後援：福島県　会津坂下町　湯川村



パナソニック株式会社
「避難所の衛生ストレス解決」
プロジェクト・ナノイーの
脱臭実験

災害時における食と栄養と地域連携
　会津地方で防災と災害時の行動について、地域住民と共に考える対
話型のワークショップを行いないます。食と栄養、居場所の価値とい
う 2つの軸で、地域防災担当の民さんに参加いただきながら楽しく考
えます。行政が策定している防災減災、地域の災害支援方針と食事づ
くりなら得意なこども食堂が連携していきながら、地域の方とみんな
で取り組むキッカケをつくります。地域の皆さん、民生委員の方、日
赤や J A 婦人部の方などぜひご参加ください。防災を通じて、
地域が元気になります！

場所　⑧会議室　　時間　13：00 ～ 16：00

売り上げはこども食堂の運営費となりますので、皆様のご利用
よろしくお願いします。
―出店内容―
・えがお ………… 玉こんにゃく・絵葉書
・OHANA ………… お好み焼き・たこ焼き
・寺子屋方丈舎…… 石焼芋 (じゃがいも)
・SPPOG ………… 串だんご各種・わらび餅・お饅頭各種

ご家庭や会社で
余分な食料品・食材を
お持ちください。

こども食堂防災シンポジウム

場所　②人のひろば

★地域の企業や皆様から寄せられた、小さいお子様向け子供服を無料でお譲
りします。なくなり次第終了です。荒天時は⑧会議室にて午前中の開催とな
ります。
場所　⑨川のひろば
時間　10：30 ～ 16：00　売り切れごめん！

※写真はイメージです

フードドライブ

各こども食堂が出店

こども食堂応援企業紹介ブース

時間　10：00 ～ 17：00

　ふくしまこども食堂ネットワークと道
の駅あいづ湯川・会津坂下は、食品ロス
を防ぐための直売所に出された野菜など
の無償提供を行うフードボックス設置の
協定を、締結いたします。会津坂下町、
湯川村の多くの生産者の皆さんの食材
が、会津地域の子どもたちに提供されて
いく仕組みづくりの第一歩です。
　それに合わせて、この日は「道の駅」でオープニングセレモニー
を行います。
12：30～道のひろばで開催されますのでぜひご参加ください。
　当日こども食堂の紹介ＶＴＲを場内モニターにて放映中です！

　福島県は東日本大震災と東京電力福島第一原発事故によって傷ついただけではな
く、地方が抱える課題が一気に顕在化したと言われています。
人口流出や少子高齢化など、地方が抱える課題は少なくありません。
　ふるさとが直面する課題に新たな視点から向き合うため、SDGsの理念を取り入れ
ることが必要です。
　福島民報社は、福島の復興と課題解決の道しるべを示すため、2021年 8月に
SDGs宣言をしました。
　KFB 福島放送は、福島の豊かな自然・営みを未来につないでいこうと、2020 年
10月に宣言しました。
　地域のこども食堂に、個人や企業から集めた食材を配布していただいています。
この日はフードドライブ事業の実績を展示します。

福島民報社・KFB福島放送

申し込みはこちら▶


